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2015年度授業改善研修参加レポート    所属（経済学部） 氏名 塩津 ゆりか 

 

「研修会等名称」 

法政大学 第 10 回 FD フォーラム「大人数授業での工夫」 

 

場所：法政大学 

期間：2015 年 11 月 14 日 

 

１．研修の内容 

 

「大人数授業での工夫」と題して基調講演と 2 名の教員と 1 名の事務職員による

事例報告、パネルディスカッションから成るシンポジウムに参加した。 

基調講演は、富山大学 橋本勝先生による報告であった。橋本先生は「橋本メソ

ッド」ともよばれる独自の手法を確立し、ライトアクティブラーニングと定義づけ

られた。具体的には、200 名以上の大人数講義でグループを作らせ、最初に話しや

すい話題で議論させ、徐々に論題を深化させるというスタイルである。それだけ大

人数となっても教員からのフィードバックを欠かさず、学生が主体的に学ぶよう工

夫されているとのことであった。また、学生や市民にも FD に参加してもらってこ

そ意味があるとの講演だった。 

第 1 報告は追手門学院大学 梅村先生による報告であった。不本意入学の学生に

本学で学ぶことの意義を独自科目の導入によって伝え、自信を回復させる取り組み

を行っていることを紹介された。また、授業評価アンケートで大人数講義にもかか

わらず、評価の高い先生の授業を言語学的に解析したところ、特定の型があるわけ

ではないこと、必ずしもアクティブ・ラーニング型ではないことが明らかになった

とのことだった。意外に従来の講義形式であっても評価が高い授業も多いとの報告

だった。 

第 2 報告は、日本大学 佐渡友先生による報告であった。学習のピラミッド（下

図参照）を提示され、能動的学修の定着率が講義型より高いことを根拠に、大学教

育では、「初年次教育」「反転授業」「能動的学修」を進めることが重要との報告があ

った。 

 

 

  

 



2 

ご自身の授業実践をお話いただき、教員はファシリテーターとしての役割に徹して

授業運営をすべきであるとの報告があった。 

 第 3 報告として、法政大学 小金井事務部学務課 細田課長より「大人数授業を

よりアクティブにするために～事務職員にできること」と題して報告があった。法

政大学でも初年次教育として、リレー講義「法政学への招待」として選択科目を全

学部対象に開講した際に、各担当者の先生がやりたいであろう事柄を先読みして、

提案することで、単なるリレー講義ではない授業とすることができたとのことであ

った。 

 後半のパネルディスカッションでは、橋本先生に「フリーライダー」学生の評価

をどのようにしているか、梅村先生に授業評価の高い教授法は個人の特性によるも

のなのか、佐渡友先生に反転授業を行うのは教員の負担が重過ぎないか、フロアか

ら質問があった。 

   このシンポジウムでも、橋本先生の基調講演において参加者もアクティブ・ラーニ

ングを体験するための仕組が盛り込まれており、会場は大いに盛り上がった。 

 

２．研修の成果 

3 組の講演とシンポジウム全体から、次のことを学んだ。まず、大人数であって

もアクティブ・ラーニングは可能であること、次に、アクティブ・ラーニングだけ

が万能のツールではないということ、最後に他大学・他地域の事例や意見・情報交

換が互いに良い効果をもたらすという点である。 

 

 

３．授業への研修成果の反映状況 

講義形式のよさとアクティブ・ラーニングの楽しさを複合させ、担当している大人 

数授業で実践してみたいと考えている。 

また、他大学の先生方の事例や図書館や情報メディアセンターの方とも連携して、

受講生が能動的に学習に取り組めるような学習支援に努めたい。 

 

 

 

 


